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機関名 森町商工会 

所在地 静岡県周智郡森町森２０－９ 

電話番号 ０５３８－８５－３１２６ 

地域概要   (1)管内人口     ２万１千人 (2)管内商店街数    ５ 商店街

(1)商店街数     ５ 商店街 (2)会員数    １１６  商店事業の対象とな

る商店街の概要 (3)空店舗率     -   ％ (4)大型店空き店舗数 ０   店

商店街の類型 1.超広域型商店街 2.広域型商店街  3.地域型商店街 4.近隣型商店街 

      

【事業名と実施年度】 

 

平成 13 年度 活性化対策事業   オリジナル商品開発、情報発信 

  総事業費   3,014 千円 

  

【 事 業 実 施 内 容 】  

    

１． 背景 

 静岡県森町は、静岡県の内陸、中遠地域

にあり三方を豊かな自然に囲まれているこ

とから「三木の里」と呼ばれ住民に親しま

れてきた。 

 町の中心には太田川が流れ、 かつてはこ

の太田川を舞台に水運や秋葉街道の宿場町

としてこの地域は発展した。 

 森町では、ここ数年間、「森町体験の里ア

クティ森」「森町文化会館ミキホール」「森

北戸綿工業団地」など２１世紀に向けた町

の基盤づくりのプロジェクトが進められ、地

められている。 

 一方で、商業は大型店との競争などから苦

商売の原点を見つめなおし、大型店と差別化

できる新たな仕組みの創造が求められている

 商店街の活性化を図る当事業は、「生き残り

もとに実施された。 

 

２． 事業内容 

（１）事業の目的 

  一店ではなかなかできない販促活動をお

同チラシを作成し、ＰＲをする。 
域振興や文化、観光、産業などへの取組みが進

森町位置図 

戦を強いられているのが現状である。今一度、

を図り、そして変化するライフスタイルに対応

。 

」ではなく、より前向きで創造的な未来志向の

互いの強みを共有することで地元消費者への共
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  折込チラシによる不特定多数の消

費者へのＰＲではなく、携帯電話の

メールやＦＡＸを使った特定多数の

消費者へ情報をタイムリーに提供す

ることで、他店や大型店との差別化

をはかり、サービスを付加するなど

新たな販促策につなげることで商店

街の活性化を図る。 

 

（２）事業の方法 

  １）各店独自のオリジナル商品の

創造や提案、各店の商品を組み合

わせることによる新鮮さや楽しさ

の提供を行う。 

  ２）各参加店の商品の見直しを行

い、高齢化の進む地域の実情にマ

ッチしたサービスの構築を図る 

  ３）共同チラシを作成し、地元消

費者へＦＡＸによる販促を行う 

  ４）携帯電話を使い、地元消費者

へお買い物情報などを即時に提供

するための「モニター制度」を導

入し、販促活動を保管するシステ

ム作りも平行して推進する。 

  ５）携帯電話利用モニターへのアンケー

 

（３）実施主体  森町商工会商店街等

    （商工会役員、経営

    平成 13 年 6 月から平

（４）事業実施期間 平成 13 年 6 月 19 日

（５）参加店舗数 5 商店街から 17 店

菓子、酒類、その他

（６）登録者募集方法 上記アンケート調査

新聞折込チラシを配

（７）その他  商店街夏祭り等地域

た情報化研修、意見

 

【 効 果 】 

（１）携帯電話・ＦＡＸお買い物情報発信の

 

ＦＡＸによる情報発信例 

トの実施（３回） 

活性化事業実行委員会 

指導員、会員、消費者、町役場、有識者） 

成 14 年 3 月まで計 12 回開催 

から平成 14 年 3 月 15 日 

舗（飲食、スーパー、クリーニング、食料品、

） 

にあわせてＰＲ。その他に、町内 6,000 世帯に

布し募集を行った。 

イベントへのＰＲのための参加、講師を招聘し 

交換会の開催 

結果と成果 
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  １）登録状況 

 携帯電話メールアドレス 21 人 ＦＡＸ番号 58 人 

 

  ２）事業がもたらした成果   

①新製品の紹介や各店独自の商品の情報提供を行い、携帯電話の情報でタイムリーに、

確実に情報提供ができた。 

②地域中小商業者が消費者に対して自店のアピールを再考するきっかけとなり、きめ

細かいサービスにつながった。 

③他店との差別化や、消費者ニーズの把握など、積極的な経営姿勢へ転じた。 

④不特定多数の消費者へのＰＲではなくモニターを募集し、携帯電話のメール、ＦＡ

Ｘを使った特定多数の消費者へ情報をタイムリーに提供することで、顧客の囲い込み

やリピータを増やすことができた。 

 

（２）携帯電話利用モニターを対象とした「森町商店街情報発信アンケート集計結果(1 回～

3 回)結果」(抜粋) 

  １）回答者の年齢・性別 

   回答者で多かった年代は 30 代～50 代の働き盛りの年代であり、性別では若干女性が

上回った。 

Ｑ　回答者の年齢および性別

20未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上男性 女性 合計
合計 24 24 113 77 87 53 6 178 206 384
％ 6.3% 6.3% 29.4% 20.1% 22.7% 13.8% 1.6% 46.4% 53.6%  

 

  ２）携帯・ＦＡＸを持っていますか 
Ｑ　携帯・ＦＡＸを持っていますか

はい いいえ はい いいえ
合計 297 87 198 186
％ 77.3% 22.7% 51.6% 48.4%

携帯電話 ＦＡＸ   「携帯を持っている」と答えた回答者が全

体の約 8 割に上ったのに対し、ＦＡＸは「持

っている」「持っていない」回答者がほぼ半

数に分かれた。 

  ３）商店街のどのような情報がほしいですか 

   当設問では、「売出し」と答えた回答者が最も多く、約 6 割に上った。 

Ｑ　商店街のどのような情報がほしいですか

売出し 季節商品 新製品 イベント その他
合計 221 49 54 55 5
％ 57.6% 12.8% 14.1% 14.3% 1.3%  

  ４）情報発信のサイクルは？ 

   望む情報発信のサイクルは「売出しのつど」という回答が約 45％に上り、半数近くの

回答者がお得情報のタイムリーな入手を望んでいる姿が浮き彫りとなった。 

Ｑ　情報発信のサイクルは

毎日 2,3日 1週間 1ヶ月 売出しのつど

合計 23 136 31 23 171
％ 6.0% 35.4% 8.1% 6.0% 44.5%  
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５）効果的だと思われる情報発信の手段は 

   当設問では、「ＦＡＸ」と回答した割合が「電子メール」を大きく上回った。 

Ｑ　効果的だと思われる情報発信の手段は

チラシ 電子メール ＦＡＸ すべて
合計 85 109 169 21
％ 22.1% 28.4% 44.0% 5.5%  

 上記の結果を踏まえ、当事業の運営の参考とすることができた。 

 

【 課 題 ・ 反 省 点 】 

効果的な販促活動を行い、大型店と差別化していくには消費者に対して魅力的な情報提供

をしていく必要がある。提供する情報の質や量、新鮮さが大切だ。また、きめ細やかなサー

ビスも求められる。 

このことから、今後当事業のより効果的な運営のためには 

（１）事業者自らの手による積極的な情報更新 

（２）加盟店募集、消費者登録数の拡大 

といった課題に対処していく必要がある。 

 
【 関 連 U R L 】 

森町商工会  http://www.mori-shokokai.jp 

 

 


